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教徒が人口の半数以上を占める国は 9カ国にのぼり、残る 6カ国でもイスラーム教徒は人口の 16







なかったと指摘されている［Gomez-Perez 2005, 7］。 
このような背景に照らして注目されるのが、「イスラーム・マグレブのアル＝カーイダ」



















時代を追って、AQIM の西アフリカへの進出（第 1 節）、マリ北部への定着（第 2 節）、マリ北部









ある［Dowd and Raleigh 2013］。本稿では、これらの注意点を踏まえ、イスラーム主義武装勢力と
西アフリカ社会の関係にとくに注目し、検討する（第 5～6節）こととしたい。 
なお、西アフリカのイスラーム主義武装勢力としては、ナイジェリア北部に拠点を置く「ボコ・







アルジェリアでは、1962年の独立以来、「民族解放戦線」（Front de libération nationale: FLN）によ
る実質的な一党支配が続いてきたが、1990年に実施された独立後初の複数政党制選挙でイスラー





GIA を離脱し、「宣教と戦闘のためのサラフィー主義集団」（Groupe salafiste pour la prédication et le 
combat: GSPC）という別組織を 1998 年 9 月に発足させた。GSPC は 2006 年 9 月にウサーマ・ビ











                                                        





により、GIAを離脱して GSPC に参加した。 
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の一覧は渡邊［2012］を参照）。GSPC/AQIM が関与したとされる誘拐は、2003 年から 2011 年ま
でに 12 件が報告されており、60 人あまりが被害に遭い、殺害された者もいる［Larémont 2011, 













を目的とする支援を続けてきた。対象国は 9 カ国にまで拡大し、予算も一時期 5 億ドルまで増額
された［Harmon 2010, 22-23］5。この動きは、GSPC/AQIM が「対テロ戦争」上の観点から対処が
必要な脅威として認識されたことを物語っている。 
とはいえ、アメリカのこの取り組みは、GSPC/AQIM が現実に及ぼしうる国際的な脅威とかけ
離れた誇大なものだったとの指摘もある［Harmon 2010, 23］。実際、同時期の GSPC/AQIM は退潮
傾向にあったといわれる。アルジェリアでは 2005 年 9 月に、内戦を清算する試みの一環として、
国民投票を経て「国民和解憲章」が成立し、イスラーム主義武装勢力に無罪放免を約束して投降
を呼びかける動きが大々的に起こっていた。自らも投降した GSPC 創設者がかつての同志たちに
呼びかけを行った結果、2006 年夏までに数百人のメンバーが組織を離脱した［Harmon 2014, 63; 
Filiu 2009, 220-222］。この出来事は、GSPC/AQIM の武装闘争路線が行き詰まりを迎えていたこと
を示しており、サハラ・サヘル地帯への進出についても、アルジェリアの国内情勢の変化にとも




                                                        
3 ユーロでの金額は Larémont［2011, 253］でのアルジェリア当局者の談話による。日本円への換算額は、2003～
11年の対ユーロ年次レートの加重平均 135.5円をもとに計算した。 
4 2003 年 3 月のアメリカによるイラク侵攻を契機に、活動をアルジェリア国内に限定する一派（創設者のハッタ
ーブら）とグローバルな活動を志向する一派が対立し、最終的に後者が主導権を握った。アル＝カーイダへの
同調姿勢が強まったのもこの時期である［Filiu 2009, 221-222］。 
5 2002 年にモーリタニア、マリ、ニジェール、チャドを対象に小規模の予算で始まったアメリカ主導のパン・サ
ヘル・イニシアチブ（Pan Sahel Initiative: PSI）は、2003 年の GSPC幹部の身柄確保作戦の成功を受けて予算が
大幅に増額され、対象国をさらに 5 カ国（アルジェリア、モロッコ、チュニジア、ナイジェリア、セネガル）
増やしたトランス・サハラ対テロ・イニシアチブ（Trans-Saharan Counter-Terrorism Partnership: TSCTP）に拡充さ
れた。 
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立したアンサール・ディーン（Ansar Dine: AD）という組織［Harmon 2014, 179-180］と、AQIM
の元幹部によって創設され、アラブ系マリ人が軍事司令官を務めていた西アフリカ統一聖戦運動













                                                        




6 アフリカレポート 2017年 No.55 
 
帯を実効支配するに至った。その経過は次のとおりである。このときのマリ北部の武装蜂起は、







がMNLA に協力するかたちで軍事行動に加わった。それが AQIM、AD、MUJAOである。 
これらの勢力が北部の街を次々に攻略する一方、マリ政府は、北部に配備されていた政府軍兵
士の大半が反乱側に寝返ったか、戦闘を忌避して戦線を離脱したことにより、応戦できなかった。
反乱側は 2012 年 4 月までに北部の最重要都市であるトンブクトゥ（Tombouktou）とガオ（Gao）
を占領し、MNLA はマリ北部の「独立」を宣言した。しかし、その後、占領地でのイスラーム法
（シャリーア）の施行を求めるイスラーム主義武装勢力側とこれに反対する MNLA が対立し、武
力衝突へと発展した。MNLA はこれに敗北し、2012 年 6月に拠点都市から追われた。このときか
ら、2013 年 1 月にマリ政府の要請を受けたフランスが軍事介入するまでのあいだ、マリ北部は
AQIM と系列組織の実効支配下に置かれた。なお、この時期に AQIM の指導者であるアブデルマ

















                                                        
7 AQIM 系組織は武装蜂起の過程で、兵士を金で雇い入れることで勢力を拡大したとされるほか、ガオでは密輸で
持ち込んだガソリンを住民に提供するなどして住民からの支持を獲得しようとした［Harmon 2014, 191-192］。 
8 Thienot［2014］で紹介されているある人物の談話。ガオ在住のこの人物は、負傷した MUJAO の軍事司令官のテ
ィレムシの介抱をするよう命令され、その縁で MUJAO に参加することとなったという。 
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という街を 2013 年 1 月に占領した際には、あるマリ人のイスラーム聖職者が攻撃の手引きをし、
占領後にこの街の「スルタン」を自称した［Zenn 2015b, 4］。アマドゥ・クッファ（Hamadou Kouffa）























                                                        
9 2012年末に安保理決議 2085 で設立が承認された西アフリカ諸国経済共同体（ECOWAS）加盟国からなるアフリ
カ主導マリ国際支援ミッション（African-led International Support Mission to Mali: AFISMA）が、フランスの軍事
介入直後からマリへの展開を開始し、このほかに ECOWAS 加盟国でないチャドも部隊を派遣した。国連 PKO
である国連マリ多面的統合安定化ミッション（United Nations Multidimensional Integrated Stabilization Mission in 
Mali: MINUSMA）は 2013 年 4月に安保理決議 2100で派遣が承認された。同年 7月に AFISMAは MINUSMAに
編入された。 
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首都バマコで実行されたほか（2015年 3月のナイトクラブ襲撃ならびに 2015 年 11月の高級ホテ
ル襲撃）、近隣諸国にも拡大した（2016 年 1 月のブルキナファソの首都ワガドゥグでの高級ホテ
ル襲撃、2016 年 3 月のコートジボワールの海岸リゾート地の襲撃）。また、いくつかの襲撃事件
はアル＝ムラービトゥーンと AQIM の共同でのものだとされ、両組織の急速な接近が伺える12。
さらに、マリでも、引き続き活動している AD に加え、前述のとおり FLM が 2015 年から活動を
始めている。 
これら AQIMと系列組織による 2015年以降の「再興」ともいえる動きは、イスラーム国ならび










                                                        
10 フランスの軍事介入直後の 2013年 1月 16日に、アルジェリア南部のイナメナス（In Amenas）で発生した石油
天然ガスプラントの襲撃事件は、血盟団が実行したものである。 
11 なお MUJAO に関しては、アル＝ムラービトゥーン創設後も MUJAO 名での犯行声明が出される事件（例えば
2013 年 10 月のガオへの攻撃）が発生しているほか、2014 年以降に AQIM と MUJAO の同盟関係が解消された
とする指摘［Zenn 2015a, 30］や、MUJAO 幹部が 2015 年にイスラーム国への忠誠を表明したとする指摘［Zenn 
and Cristiani 2016, 7］もある。これらの情報は MUJAO がいくつかの勢力に分裂していることを示唆する。 
12 実際、2015年 11月のバマコでの高級ホテル襲撃事件に関しては、まずアル＝ムラービトゥーンが犯行声明を出
したのち、AQIM 指導者のドルークデルが AQIM も合同で参加した旨の声明を出し、さらにアル＝ムラービト
ゥーン側も AQIM と同盟したとの声明を出している。 
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ーグ（Jama’at al-Tabligh. 以下、タブリーグ派）という 2つのイスラーム主義の運動が見られ、と

















この論点については、トゥアレグの運動との関係を考慮すべきとの主張もある［Lecocq et al. 
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